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和阪榛或の舗喬因 に の 川）一地l レ のせ ん断翔 刻 こフいて一

大岑 大々 家改o  金蒼蒼チ　亦ヽ山委惨チ　都茉I チ　岡田和㈹　木野if漬̂ チ

目的　 衣服製作の急報μおける布の安東 性を鳥めるために。it.&.し作t は欠ry す̂こねが’

でヽさない。和 服*ti夕雄勁ド ついt  地 皇しの妥 釧・にフい１､蹟討 として1> tこが、今aロ李. せ

ん断怜ia  i:.  地Si し効果の伽躍的作瓢ろヽよびiT^ 陳どの関 係について検打 レr乙のf 憚管ず

i. 。

力茲　 鍼粁は.m ＼o鴎･;･ ぢりめん地z 糠 、徊i^3 棟にフい て, t竃1 しれ理前. 処理後り

せん断実験 を行 い、せん町剛俘．せん町摩雄頭 、せん峙荷fe. tr ん酢回復な円 こフI-' 7 .
物瑶的性能・可址僕とめ関係にフいて痩討 レr--.

勣 果　 迦J.(. 効 農･≪-.さえ 酢 ヒX デ りシX 曲線 から みn 峰 栗．湯 通 し.   7 1 ロ ンの'<S (-s

効 果が匁 て`あっμ 、 まrこ、物n  的 悼 能to.  び゙ 可延 性 と釧--  紅い相関 ≪ぐみ ら れに 試軒別 で‘

【*- ちりめん地 の方 が` 帥i≪ よ'/ .   ゼrん町 知り に対 す･る回復ﾔ 々゙ よ<   .   吻加 性鴨X  い ご と

が` it i: りら 祚f-  ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 十
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へらじ" 4 I  の強さヒ和服地との関連（第* 報）

焼をぺらの希踪U 与える勅響
相揺々大宗政 Ｏ永井房子　　灸践令大参政　平山順之

日的　 わ･れわれは. へらじ ゐI  のμ､弱 め拝 皮 こつ●つX  東観的 基準 と得ろ こ ヒと検 嶮し 、

z れi  で≒ うじ ゐし の洩弱は へこ れ率 であ ら わせ^  I  と、お'よi･"布地 に遣か し に対 ましい

へらa.  こつぃ て報 告しfし 令 回は、和服縫 製 め櫛 、朝 午類 のし ふし フけ法。－ つむしT  よ

O 用 のら れ＆焼 さべら ＼,Zつい て、焼 さ過 さ丿､ここ てと用I.) 々 と痛め^   2.  ヒI:.しば しば鋒峡 す

i  の で焼さ べ らのこ て汲度 とへら 芦､心りf  叱U 与える靭 響 に つぃT 検 討 むな 。

方去　 試料布 は 、ヤ販 の頼和 服詑 夕雅類 、I.-1  び最迩 い レキー合 成繊 枇 の和服 詑 ぺ) 利

用 が 今い ので代表 的 なら ぬ≪雅類 と£うv 針ヽ?  種類 ビしrし こ れら の試料 布に 焼さべ らと

あ` こな い-    時 閉経 遣 によ ゐへ こみ率 、今it, め表 面 お`よこyヽ断 面の如 し 布認 の珠皮 な どと凋

べμ 。焼 きべら のz て-iS 度 はIT 、/0  0 、心 友 のi  段胤 へら&  ＼i /｡、、Z､S  .    夕､り？ の

3 段 楕 とい､ご。な 紀焼さべらit-   温度 ヒ ヘら圧 と一之 め希件 で で`きるよ い こ特?']に作フ た

こ て によっ た；

粘 呆　 椅祠 社運に よ､5 へこみ嘩(?) 変援it.  い ずれのこt 済 皮 、へ ら瓜U  おヽいT  も へらじ

ろい| の印

小 ご<  uこゐど特 にい レキー合戌械 雅 類1よ減 少の度合 い が･iヽ さい 。布吃 り表 面 お`よび断 面 の

奈私 力林 相と電 子顕微鏡 でとら 九川^i 隼、z  t 藻友 があ<､ へらa.  む大さ・ヽ試料 布しこゐ' '-Jて

It  むヽ いj  め布唱・)損 傷が跨 め φ 叔 石。A ンスト ロ ン型引 張試収穫 と用 のμ粗 糸 の携 友試験

の鵬 侭tよ、試 料耳 に よ・ 幻 最良低 下 に景 レ 七


